
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 城南中学校 ）     学校番号 ２５１                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 
希望と思いやりをはぐくむ、寄り添いを大切にする美と活力の学校  
～デジタル化された教育環境を活用し「学びの個別最適」「学びの自律」「学びの探究化」を推進する学校～ 

       

          

重 点 目 標 

１ 全ての子どもたちの可能性を引き出す「個別最適な学び」の実現 
２ 豊かな人間性と健やかな体の育成と教育環境の整備 
３ 学校・家庭・地域社会と連携・協働する「地域とともにある学校づくり」の推進 
４ 教職員の資質能力の向上と育成、教職員組織の活性化  

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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○全国学力・学習状況調査の平均正答率は、全国 

の平均とほぼ同じとなり、伸びてきている。 

○全国学力・学習状況調査の生徒質問紙の結果で 

は、「教科の勉強は好きですか」の質問に対し 

て、数学は、全国平均とほぼ同じであったが、 

国語と理科の肯定的な回答は、県や全国の平均 

を大きく上回っている。 

○全国学力・学習状況調査の平均無回答率は、市 

や全国と比べ、大変低く、「全ての書く問題で 

最後まで解答を書こうと努力した」と回答した 

生徒が、約９割となった。 

○授業態度も落ち着いており、与えられた課題に 

対して真面目によく取り組んでいる。 

〈課題〉 

○全国学力・学習状況調査の結果分析から、国

語は、「言語の特徴や使い方に関する事項」

についての知識及び技能に課題がある。数学

については、「数と式」が課題となった。理

科はＡ区分のエネルギー、Ｂ区分の地球が課

題となった。 

○教科の学習は好きな生徒が多いが、「主体的に 

学ぶ」生徒の育成が課題となる。また、「学校 

以外での学習時間」は、１時間以上と回答する 

生徒の割合が、県や全国に比べ、１０％以上少 

ない。家庭学習の取組も課題となる。 

・デジタル化さ 

れた教育環境 

を活用 

・主体的に学ぶ

生徒の育成 

・全ての子ども

たちの可能性

を 引 き 出 す

「個別最適な

学び」の実現 

①全教諭が「学びのポイント」を踏まえ 

た授業を実施し、相互に参観すること 

で、学習の質的向上を図る。 

②テスト前学習「チャンスタイム」の充 

実を図る。 

③定期テスト後の学習に関するアンケー 

トに全国・市学習状況調査の項目を取 

り入れ、学習の質的向上について協議 

確認し、主体的な学びにつなげる取り 

組みを実行していく。 

④定期テストに向けた、個別の学習計画

を生徒の状況や意見を取り入れなが

ら、改良を図っていく。 

⑤全国及び市の学習状況調査の最新の結

果を基に、課題とする内容について分

析するとともに、市教委による学力向

上カウンセリング学校法訪問を活用

し、効果的な家庭学習を定着させる。 

・定期テスト後の学習アンケートで、

「チャンスタイム」の取組、「学習した

内容について、わかった点やよく分から

なかった点を見直し、次の学習につなげ

ていることができていますか」につい

て、１学期中間を基準として、肯定的回

答が、回を重ねるごと向上したか。 

・校内研究推進委員会において、個別の

学習計画表の改善できたか。 

・調査結果の分析結果や学力向上カウン

セリング学校訪問を踏まえ、授業改善

の視点、手立てを教科ごとに設定する

ことができたか。また、家庭学習に対

する学びの向上を図ることができた

か。 

 

 

 

  

・生徒を大切に 

した、生徒に 

とって楽し 

 い授業 

・計画的な 

 家庭学習 

 

①個別の学習計画をもとに、特に定期テ 

スト前などの家庭学習について、担任 

等が確認し、生徒のやる気を引き出す 

助言や言葉かけを行う。 

②三者面談、保護者会、学校だより等を 

通じて、学びの自律化や家庭学習につ 

いて周知する。 

・学校評価生徒アンケート「授業が楽 

 しい」の肯定的な回答８５％ 

・学校評価保護者アンケート「生徒一人 

 ひとりを大切にした授業」の肯定的な

回答７０％ 

・テスト前の個別の学習計画が「計画通

り進められた」の肯定的な回答 70％ 
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〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査において、肯定的な回 

答が、全国、県平均を上回った質問項目は、 

◎自分には、よいところがあると思いますか。 

◎先生は、あなたのよいところを認めてくれて 

いると思いますか。 

◎困りごとや不安がある時に、先生や学校にい 

る大人にいつでも相談できますか。 

 ◎人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

となり、自己肯定感や相談できる大人がいると 

感じている生徒の割合が高い。 

〈課題〉 

〇全国学力・学習状況調査において、肯定的な回 

 答が、全国、県平均をやや下回った質問項目 

●将来の夢や希望をもっていますか。 

の項目に対して、継続的なキャリア教育や進路

指導等の充実を図っていく。 

・生徒一人ひと 

りへの寄り添  

 った支援や教 

育相談体制の 

 充実 

①情報端末を活用した生徒向けアンケー 

トを活用し、生徒一人ひとりの状況を 

継続的に把握し、学校全体で支援の充 

実を図る。 

 

・学校評価生徒アンケート「先生は相談 

 に親身になって応じてくれる」の肯定 

 的な回答９０％ 

・学校評価保護者アンケート「教育相談 

 項目」の肯定的な回答80％ 

 

   

  
・自己肯定感や

自己有用感を

高め、継続的

なキャリア教

育や進路指導

への取組 

①「人間関係プログラム」で学んだこと 

を日常の場面で意図的に取り入れ、学 

級で発言しやすい環境をつくるととも 

に、クラスの一員としての役割を与

え、活躍の場を設定する。 

⓶「『命の支え合い』を学ぶ授業」を通 

して、相談しやすい環境をつくる。 

・学校評価生徒アンケート「学校生活は 

 楽しい」の肯定的な回答９０％ 

・全国学力・学習状況調査「将来の夢や 

希望をもっていますか。」肯定的回答 

全国平均と同等 

・学校評価保護者アンケート「お子さん

は、楽しく学校生活を送っている」の

肯定的な回答８５％ 
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〈現状〉 

〇昨年度、本校学校運営協議会において「城南中 

学校区魅力化プラン」について熟議を重ねた。 

 それぞれの立場からできる魅力化を考えること 

ができた。 

〈課題〉 

〇今年度は、魅力化プランを具体的に取り組み、

実行する。 

・目指す生徒像 

を地域全体で 

 共有するため 

のＩＣＴ活用 

 

本校ＨＰ内の学校運営協議会ページを充

実させる。 

 

・学校評価保護者アンケート「コミュニ 

 ティ・スクールに係る項目」の肯定的

な回答６０％ 

・学校運営協議会委員のアンケートで、 

 地域の方が「学校や中学生に対する関 

 心が高まった。」の肯定的な回答８０％ 

   

  

・教育活動の公 

 開 

教育活動の公開を積極的に行い、家庭や

地域に開かれた学校づくりを行い、関心

を高める。 

・学校評価保護者アンケート「学校は、

開かれた学校づくりを行っている」の

肯定的な回答８０％    
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〈現状〉 

○情報端末をはじめとしたＩＣＴの活用方法につ 

 いて、担当教諭等の努力で教職員の指導力向上 

を図ることができてきている 

〈課題〉 

○授業改革に組織として取り組む。 

○教職員の育成と学校経営・運営への参画意識を 

 高める。 

・教職員の資質

能力の向上と育

成、教職員組織

の活性化 

①教員相互の授業公開を通して、教師が 

 ＩＣＴの効果的な活用と授業改革に取 

 り組む。 

⓶ＯＪＴや学年や教科を超えたメンター 

 制を取り入れる。 

①全ての教員が「主体的・対話的で深い 

 学び」の実現を目指し、ＩＣＴの活用 

 が日常的な状況になったか。 

②教職員学校評価「職員同士の連携」の 

 肯定的な回答3.7（4点満点） 

 

 

 

  



 


